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 南筑後地域の冬春なす栽培で青枯病や茎えそ細菌病などの土壌病害の発生が

増加しているため、次作に向けて最適な土壌環境を準備することを目的に研修

会を７月８日に普及指導センターで開催しました。研修会には、冬春なすＩＣ

Ｔ研究会等から 2０名が参加しました。 

当研究会では、環境測定機器「あぐりログ」を活用した施設内環境制御や LAI

を意識した栽培管理に取り組んでおり、年々生産性が向上しています。一方で、

土壌環境は見える化が不十分であり、栽培期間中の改善が難しいため、栽培開

始前の土壌消毒や土づくりによる最適化を進めていく必要があります。 

そこで今回の研修会では、専門技術員、SOFIX（土壌肥沃度指標）診断士、

普及指導センターから効果的な土壌消毒の方法、土壌微生物環境の整備、土壌

の物理性改善等について情報提供を行いました。 

生産者からは「土壌還元消毒における消毒効果の確認方法は？」「土壌環境改

善にはどのような有機質資材をどの程度を施用すると良いのか？」等の質問が

あり、活発な情報交換が行われました。 

 普及指導センターでは、今後もＪＡと連携してＩＣＴ研究会の活動を支援し、

なす生産者の生産性向上と産地全体の発展を支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

SOFIX 診断士より土壌微生物環境の

整備について説明 

普及センターより有機物施用と土壌

の物理性改善について説明 


